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天
界
第
十
二
號
（
第
一
巻
）

」
一
，
、

｛

北
極
星
の
話

大
正
十
年

十
一
月
號

理
學
士
山
本
一
清

　
　
　
　
不
　
動
　
の
　
星

　
今
の
天
交
を
學
ぶ
も
の
が
、
晴
れ
た
夜
室
を
郷
い
6
、
何
よ

り
も
最
初
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
星
は
北
極
星
で
あ
る

天
を
飾
る
総
て
の
星
が
、
一
日
二
十
四
時
間
の
問
に
一
廻
蒋

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ

す
る
へ
之
れ
を
星
の
日
週
響
動
ε
云
ふ
“
の
に
、
此
の
北
極

星
の
み
は
殆
ん
ざ
全
く
蓮
動
を
し
な
い
で
、
毎
夜
日
没
か
ら

夜
明
ま
で
、
天
の
一
方
に
静
止
し
て
み
る
。
否
、
夜
問
の
み

で
な
い
、
書
問
で
も
、
若
し
誓
々
が
璽
遠
鏡
（
三
吋
以
上
）
を

以
っ
て
適
當
に
北
天
を
眺
め
る
時
は
、
や
は
り
此
の
北
極
星

が
、
レ
ン
ズ
の
中
に
、
ゆ
ら
一
ご
ゆ
ら
め
き
な
が
ら
ハ
瞬

い
て
み
る
の
が
見
え
る
。
不
思
議
ε
吉
へ
ば
不
思
議
な
星
で

あ
る
。

　
光
の
ゆ
ら
め
く
の
は
、
地
球
の
室
生
に
動
揺
が
あ
る
か
ら

で
、
星
に
は
何
の
罪
も
な
い
。
只
、
此
の
北
極
星
が
、
．
他
の

星
ε
違
っ
て
、
一
日
中
、
何
時
で
も
一
否
々
、
一
日
中
こ

こ
ろ
で
な
い
、
實
に
一
年
中
、
春
夏
秋
冬
を
通
じ
て
、
常
に

一
定
不
攣
の
位
置
を
失
は
な
い
の
は
、
何
の
故
で
あ
る
か
。

　
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
北
極
星
は
地
球
の
北
極
ε
向
ひ
合
っ

て
み
る
星
で
あ
る
。
地
球
の
自
轄
の
軸
が
、
略
々
此
の
星
を

指
、
し
て
み
る
の
で
、
地
球
自
ら
は
動
い
て
も
、
其
の
回
轄
軸

は
攣
動
し
な
い
理
に
よ
り
、
北
極
星
も
亦
此
の
軸
か
ら
は
離

れ
な
い
の
で
あ
る
。
北
極
星
が
書
夜
春
秋
の
差
別
な
く
、
常

に
、
不
動
ε
見
え
る
理
由
は
縁
れ
で
導
き
て
る
る
。

　
　
　
　
實
は
遽
極
星

　
し
か
し
、
北
極
星
が
不
動
ξ
見
え
る
の
は
、
見
え
る
原
因

の
一
箪
は
、
見
る
も
の
＼
心
に
あ
る
。
若
し
吾
々
が
精
密
な

器
械
を
以
っ
て
一
日
の
内
に
幾
度
ε
な
く
、
北
極
星
の
高
さ

ε
方
角
を
測
る
な
ら
ば
、
意
外
に
も
、
此
の
星
は
不
動
で
は
な

く
て
、
却
っ
て
ダ
々
其
の
位
機
を
攣
じ
、
一
日
脛
て
ば
、
誠

に
立
罪
な
、
可
愛
い
N
圓
形
を
天
球
上
に
沸
く
こ
ε
を
知
る

此
の
小
圓
の
中
心
こ
そ
、
本
心
の
地
球
軸
が
天
を
貫
く
所
で

之
れ
が
正
し
い
天
の
北
極
で
あ
る
、
し
て
見
る
ε
、
北
極
星

が
北
極
に
鎭
座
す
る
ε
い
ふ
の
は
、
そ
は
ロ
ハ
、
見
か
け
の
誤

り
で
、
實
は
此
の
星
も
、
他
の
総
て
の
星
ε
同
じ
や
う
に
、
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絶
え
ざ
る
幽
思
行
進
を
や
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
圓
が
小
さ

い
の
で
、
極
の
下
方
に
來
て
も
、
星
は
地
竿
線
に
か
く
れ
な
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い
。
即
ち
禺
没
を
し
な
い
星
で
、
艸
の
同
類
ε
共
に
、
こ
ん

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
の
を
周
極
星
ε
吉
ふ
。

　
　
昨
年
の
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
、
高
知
縣
の
某
所
か
ら
、
わ
ざ
く
自
分
の

　
配
所
へ
蛍
日
画
一
ぜ
て
、
北
極
一
星
の
運
動
す
る
こ
ぐ
」
炬
沸
膿
見
し
た
ぐ
と
言
っ
て
來
た

　
人
が
あ
っ
た
。
否
、
此
の
人
に
限
ら
ず
、
世
に
は
「
北
極
星
」
の
名
に
誤
ら
れ

　
て
、
北
極
星
ば
正
し
く
北
極
に
あ
ろ
も
の
、
從
っ
て
精
密
ド
不
動
の
星
ご
思

っ
て
み
る
人
が
、
ず
い
ぶ
ん
、
物
の
分
つ
た
入
の
申
に
も
あ
る
だ
ら
う
こ
思

ふ
。

　
叉
、
「
北
極
星
が
此
所
か
ら
で
も
見
え
ろ
の
で
す
か
？
」
ぐ
」
言
｛
て
驚
か
れ

る
人
も
、
稀
に
は
あ
る
。
直
れ
も
亦
、
名
に
迷
ば
さ
れ
て
、
「
北
極
星
」
ば
北

極
へ
行
か
な
け
れ
ば
見
・
ん
な
い
も
の
ε
、
濁
り
決
め
に
＼
決
め
て
、
衛
・
b
れ
ろ

結
果
で
あ
ら
う
、
あ
れ
も
、
こ
れ
も
、
非
常
識
こ
笑
っ
て
了
へ
ば
、
そ
れ
き

り
だ
げ
れ
ざ
、
此
の
非
常
識
が
、
今
街
、
世
の
中
に
存
在
す
ろ
マ
、
　
う
に
、

吾
々
同
好
者
の
奮
励
な
要
す
る
理
由
が
あ
ろ
。

　
　
　
　
精
密
位
置

　
正
式
に
言
へ
ば
、
北
極
星
の
位
置
は

　
　
赤
墾
・
三
・
三
・
・
赤
緯
（
北
）
八
八
西
⊥
ハ
・
曝
（
紘
鎚
年
）

し
か
し
、
歳
差
に
よ
る
春
分
黙
移
動
の
た
め
、
此
の
星
の
年

々
の
座
標
も
こ
し
ノ
＼
攣
化
し
て

　
赤
経
一
時
三
一
分
四
二
秒
　
　
赤
緯
（
北
）
入
八
凌
五
二
・
七
分
（
一
九
二
〇
年
）

　
同
　
一
三
二
　
】
一
　
　
同
　
　
　
八
入
五
三
・
○
（
一
九
二
一
牟
）

　
同
　
一
三
二
四
一
　
　
同
　
　
　
八
八
五
三
・
三
（
一
九
二
二
年
）

ε
な
っ
て
行
く
、
遂
に
は
、
今
か
ら
百
八
十
年
も
経
っ
て
、

西
暦
嚥
二
〇
二
年
に
な
る
ε
、
星
の
位
置
は

　
赤
維
六
時
○
分
○
秒
　
’
　
赤
緯
（
北
）
八
九
度
三
二
分
二
三
秒

之
れ
が
赤
緯
の
頂
上
で
、
其
翌
年
か
ら
は
赤
緯
は
復
減
じ
て

行
く
。
但
し
赤
脛
は
相
攣
ら
す
増
し
て
行
く
，
言
ひ
換
へ
．
れ

ば
、
此
の
一
二
〇
二
年
が
、
星
ε
し
て
は
最
も
北
極
一
近
い
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時
で
、
極
を
去
る
實
に
二
十
八
分
弱
。
所
謂
「
北
極
星
」
の
名

に
最
も
ふ
さ
は
し
い
役
目
を
誇
る
の
が
此
の
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
記
録
上
の
星
8
し
て

　
北
極
星
は
、
古
く
か
ち
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一
た
る
小
熊
座

に
属
し
、
バ
イ
エ
ル
は
此
れ
を
ア
ル
フ
ァ
ε
唱
へ
た
。
中
世

以
來
、
ラ
プ
ソ
語
で
○
り
叶
。
＝
ρ
℃
9
謹
辞
ε
呼
ん
だ
の
が
、
今
で

は
輩
に
℃
○
奪
向
。
。
の
名
で
通
っ
て
み
る
。
ボ
ソ
星
表
に
糠
れ

ば
、
此
の
星
は
じ
d
O
＋
。
。
G
。
。
Q
。
で
、
光
度
は
二
・
○
等
ε
見
積
ら

れ
、
ポ
ツ
ダ
ム
の
光
度
表
で
は
第
八
六
四
番
星
で
、
光
度
二
・

三
一
等
、
色
は
黄
白
色
ざ
認
鎌
し
て
あ
る
。
叉
最
近
の
ハ
ア

ゾ
ア
ド
改
正
光
度
表
に
は
、
第
四
二
四
番
で
、
光
度
二
・
一
ニ

　
　
　
　
　
　
タ
イ
ズ

等
、
ス
ペ
ク
ト
ル
型
は
弼
ε
定
め
ら
れ
た
。

　
ま
つ
、
二
等
星
の
標
準
ε
し
て
、
以
前
か
ら
こ
れ
は
通
俗

に
も
、
實
用
に
も
都
合
の
好
い
星
で
あ
っ
た
。
何
も
知
ら
な

い
者
が
、
始
め
て
此
の
星
を
捜
し
當
て
る
の
に
も
、
誰
で
も

が
や
る
通
り
、
大
熊
星
座
の
ア
星
ε
べ
星
ε
を
直
線
で
結
ん

で
、
そ
れ
を
五
倍
阿
り
延
長
す
れ
ば
、
此
の
星
に
當
る
の
で

便
利
で
あ
り
、
荷
、
附
近
に
は
之
れ
に
匹
敵
す
る
程
の
星
が

他
に
無
い
の
で
、
此
の
好
位
置
を
猫
耳
ε
い
ふ
形
で
あ
る
。

光
り
の
勢
量
も
、
充
分
で
、
室
が
晴
れ
て
さ
へ
居
れ
ば
、
常

に
安
全
に
見
え
る
の
で
、
オ
ク
ス
フ
オ
ド
で
も
、
ぐ
ア
ヴ
ア

ト
で
も
、
恒
星
の
光
度
測
定
の
た
め
に
は
、
眺
へ
向
き
の
標

準
星
こ
し
て
取
扱
は
μ
た
。

　
　
　
　
攣
光
星
と
し
て

　
一
九
一
一
年
、
濁
逸
の
ヘ
ル
ッ
ス
プ
ル
ソ
グ
（
＝
負
け
N
若
竿

巨
σ
q
）
が
、
北
極
星
は
攣
光
星
で
あ
る
ざ
謹
明
し
だ
の
で
、
一

寸
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
騒
い
だ
の
も
無
理
は
な
い
。
久
し
い

以
前
か
ら
多
く
の
槻
測
者
が
此
の
北
極
星
を
標
準
ε
し
て
、

他
の
星
の
光
度
を
測
っ
て
み
た
の
だ
か
ら
。
標
準
が
狂
っ
て

み
る
ε
な
れ
ば
、
測
っ
た
光
度
は
皆
駄
目
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
實
際
問
題
ε
し
て
は
、
ヘ
ル
ツ
ス
プ
ル
ソ
グ

の
獲
表
し
た
此
の
星
の
塗
下
曲
線
に
よ
れ
ば
、
攣
光
の
範
園

は
僅
々
○
・
「
一
七
一
響
級
、
週
期
三
・
九
⊥
ハ
八
一
日
で
あ
っ
だ

が
、
他
の
観
測
者
が
、
之
れ
を
標
準
ε
し
て
他
の
星
の
光
を

測
っ
だ
や
り
方
は
、
只
一
空
き
り
の
槻
測
で
な
し
に
、
同
一

の
星
に
つ
い
て
、
日
を
違
へ
、
時
を
別
に
し
て
、
幾
度
も
幾

度
も
観
測
を
や
り
、
其
れ
を
卒
均
し
て
、
星
の
光
度
を
決
定

し
π
の
で
あ
る
か
ら
、
北
極
星
の
李
均
光
度
さ
へ
確
か
で
あ

れ
ば
、
親
測
に
は
大
し
た
間
違
ひ
が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ハ
ア
ヴ
ア
ト
の
ピ
ツ
ケ
ワ
ソ
グ
激
授
な
ご
は
、
A
「
ま
で
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に
や
つ
π
比
較
観
測
の
材
料
か
ら
、
逆
に
計
算
し
て
、
却
っ

て
新
し
く
北
極
星
の
測
光
曲
線
を
得
た
ほ
こ
の
効
果
を
墨
げ

て
る
る
。

　
尤
も
、
北
極
星
の
光
が
一
定
不
攣
で
な
い
か
も
し
れ
な
い

ε
の
考
へ
は
、
以
前
か
ら
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
古
い
ざ
こ

ろ
を
言
へ
ば
、
　
一
八
五
二
年
に
既
に
、
ザ
イ
デ
ル
は
之
れ
を

疑
ひ
、
衣
で
一
入
五
⊥
ハ
年
、
シ
ユ
ミ
ツ
ー
・
（
し
∩
o
ぼ
嵐
鼻
）
は
小

熊
座
の
ア
星
（
北
極
星
）
ε
べ
星
ε
を
比
較
し
て
見
る
ε
、
其

の
違
ひ
が
大
き
か
っ
た
b
、
小
さ
か
っ
た
り
し
て
、
等
々
の

響
動
が
あ
る
こ
ε
を
注
意
し
て
み
る
。
一
八
九
⊥
ハ
年
に
至
っ

て
、
パ
ン
ネ
コ
エ
ク
（
寄
蓉
卑
O
o
o
ε
は
、
い
よ
く
攣
光

星
叢
違
い
な
い
ε
し
て
其
の
黒
光
週
期
は
大
凡
そ
四
日
で
あ

る
ε
ま
で
、
殆
ん
ご
正
し
い
結
果
に
到
着
し
て
み
る
の
に
、

一
方
し
於
い
て
シ
ア
ー
ル
（
し
Q
Φ
費
ε
等
は
北
極
星
は
絶
封
に

攣
光
星
で
な
い
ご
反
欝
し
て
み
た
。

　
ヘ
ル
ツ
ス
プ
ル
ソ
グ
の
引
見
は
、
其
の
後
、
ス
プ
ゼ
ソ
ス

（
ω
け
Φ
び
σ
凶
昌
の
）
の
セ
レ
ニ
ウ
ム
光
度
計
の
観
測
、
で
も
確
か
め
ら

れ
、
キ
ン
グ
（
田
轟
、
も
亦
爲
燈
（
光
度
の
観
測
か
ら
、
同
じ

く
攣
光
星
の
事
實
を
確
か
め
て
み
る
。
ご
に
か
く
、
か
や
う

に
し
て
今
は
此
の
星
が
攣
光
星
で
あ
る
こ
ビ
は
、
疑
ふ
餓
地

が
な
く
な
っ
た
。
攣
光
範
園
が
小
さ
い
の
ε
、
週
期
が
殆
ん

ざ
四
日
丁
度
に
近
い
の
で
、
観
測
は
頗
る
困
難
で
あ
る
が
、

今
ま
で
諸
學
者
の
認
め
た
ε
こ
ろ
で
は
、
之
れ
は
セ
フ
ェ
ウ

銅
座
、
θ
型
の
攣
光
星
で
あ
る
ε
い
ふ
。

　
但
し
、
ボ
ス
（
切
○
ω
。
。
）
に
よ
れ
ば
、
北
極
星
は
方
位
角
九
十
一

度
へ
向
っ
て
、
固
有
運
動
ε
し
て
年
々
○
・
〇
四
四
秒
づ
＼
動

い
て
み
る
。
之
れ
は
普
通
一
般
の
セ
フ
エ
ウ
ス
攣
光
星
の
例

か
ら
見
れ
ば
、
少
し
大
き
扇
ぎ
る
し
、
叉
、
銀
河
緯
度
も
他
の

セ
ブ
エ
ウ
ス
星
が
一
般
に
十
度
以
内
で
あ
る
の
に
、
北
極
星

は
北
二
十
五
度
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
も
計
り
に
驚
き
過
ぎ
る

や
う
な
氣
も
す
る
が
、
叉
一
方
か
ら
考
へ
れ
ば
ス
母
ク
ト
ル

線
の
特
徴
は
モ
リ
式
の
×
H
H
雷
。
ご
い
ふ
や
っ
て
、
太
陽
に
よ

く
似
て
は
み
る
が
、
ヵ
ア
シ
ウ
ム
や
水
素
線
の
獲
達
し
て
み

る
こ
ε
は
、
他
の
セ
フ
エ
ウ
ス
星
の
性
質
ε
よ
く
一
致
し
て

み
る
。

　
　
　
　
分
光
三
星
と
し
て

　
北
極
星
の
覗
線
遠
度
は
、
リ
ッ
ク
天
二
塁
の
分
光
寓
遣
ハ
に

よ
っ
て
一
八
九
五
六
年
頃
か
ら
屡
々
槻
測
さ
れ
た
が
、
一
八

九
九
年
に
至
り
、
カ
ソ
ベ
ル
（
6
霧
嗣
σ
亀
）
氏
は
此
の
星
が

分
光
連
星
の
一
で
あ
る
こ
ざ
を
獲
暮
し
だ
。
其
の
速
度
の
攣

る
範
圏
は
前
後
に
毎
秒
六
キ
・
で
其
の
週
期
は
三
日
二
十
三
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聴
　
五
分
こ
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
實
は
其
の
後
、
米
の

フ
ロ
ス
ト
（
犀
。
5
域
及
び
濁
の
ハ
ル
ト
マ
ソ
（
鼻
訴
§
き
）

氏
も
観
測
し
て
之
れ
を
確
か
め
た
，
。

第二圖

ぐ
諦
∀

＼
＼
～
｝
一
／
ノ

、
⑬
堵
ニ
ギ
£

　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

星極北てのしミ星連光分

　（圖像想）

第’三圖

興
昧
の
あ
る
こ
ε
は
、
此
の
分
光
連
星
ε
し
て
の

週
期
ε
、
攣
光
星
ε
し
て
の
週
期
ど
が
互
ひ
に
近

い
値
で
あ
る
こ
ε
で
、
其
の
關
係
を
綿
密
に
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

し
て
見
る
蓬
、
税
線
速
度
が
負
の
最
大
（
帥
ち
星

が
我
が
地
球
の
方
へ
向
っ
て
最
大
蓮
度
で
近
づ
い

て
み
る
）
の
聴
は
、
　
一
方
に
於
い
て
、
星
の
光
輝
が
最
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ズ

に
達
し
た
時
ε
一
致
し
、
之
れ
に
反
し
、
硯
線
遽
度
が
正
の

光

度

曲

線
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最
大
（
地
球
か
ら
離
れ
去
る
最
大
速
度
）
の
時
に
、
星
の
光

は
最
小
で
あ
る
。
至
れ
は
全
く
セ
ブ
エ
ウ
ス
型
攣
光
星
の
猫

特
な
現
象
で
、
之
れ
あ
る
が
た
め
に
、
今
日
も
街
、
セ
ブ
エ

ウ
ス
星
は
攣
光
原
因
が
、
星
の
蓮
動
に
よ
る
ε
か
、
脈
動
に

よ
る
ε
か
、
議
論
の
多
い
黙
で
め
る
。

　
カ
ソ
ベ
ル
氏
は
、
又
右
の
外
に
、
北
極
星
の
季
均
覗
線
速

度
が
長
年
の
黒
化
を
や
っ
て
み
る
こ
ε
を
認
め
π
。
今
其
の

結
果
を
並
べ
て
見
る
ε
、

　
　
年
　
　
時
　
　
　
　
卒
均
隠
線
七
度

　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス
　
　
　
キ
ロ

一
八
入
八
年
一
一
月
二
五
日
費
二
五
・
三
五

一
八
九
山
ハ
血
十
】
○
月
一
七
口
H
　
同
一
七
●
↓
ル
七

一
八
九
九
年
　
八
月
二
九
日
　
同
一
一
・
七
五

】
九
〇
〇
隼
一
一
月
一
二
日
　
同
一
二
・
〇
七

一
九
〇
一
年
　
｝
月
一
三
日
同
＝
二
・
二
九

　
親
　
洲
　
者

フ
ナ
グ
ル
●
シ
ヤ
イ
ネ
ル

カ
　
　
ン
　
ベ
　
ル

カ
　
　
ン
　
ベ
　
ル

ハ
　
ル
　
ト
　
マ
　
ン

ハ
　
ル
　
ト
　
マ
　
ン

こ
れ
畢
覧
、
見
え
ざ
る
第
三
天
膿
が
在
っ
て
、
北
極
星
を
引

い
て
み
る
結
果
ξ
考
へ
、
ヵ
ソ
ベ
ル
民
は
、
此
の
第
三
禮
ξ

北
極
星
ξ
の
相
互
週
期
を
大
凡
そ
十
二
年
ε
見
積
つ
π
。

　
　
　
　
二
重
星
と
し
て
鳥
℃
い
）

　
肉
眼
だ
け
で
見
て
み
て
は
、
北
極
星
は
軍
一
の
星
に
過
ぎ

な
い
が
、
望
遠
鏡
で
見
る
ご
、
此
の
星
の
傍
に
は
微
か
な
光

の
星
が
一
2
井
ん
で
み
る
。
即
ち
北
極
星
は
叉
二
重
星
で
あ

る
。
此
の
事
實
を
獲
羨
し
だ
の
は
ウ
イ
、
・
ア
ム
・
ハ
ー
シ
ェ

ル
で
、
聴
は
一
七
七
九
年
八
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。
微
星
の

光
度
は
八
・
七
九
等
、
主
星
か
ら
の
距
離
は
十
八
秒
で
あ
る
か

ら
、
野
掛
以
上
の
望
遠
鏡
な
ら
ば
見
え
る
。
し
か
し
、
十
入

秒
の
角
距
離
は
、
今
日
の
畢
者
の
考
へ
で
は
、
覧
れ
を
「
二

重
星
」
の
中
に
入
れ
る
に
は
少
し
大
き
過
ぎ
る
や
う
に
思
は

れ
る
、
今
は
大
抵
の
重
星
學
者
が
、
五
秒
以
上
の
二
重
星
を

取
扱
は
な
い
こ
ε
に
し
て
る
る
か
ら
。
何
ご
な
れ
ば
今
日
の

望
遠
鏡
で
五
秒
以
上
離
れ
た
星
は
ー
ー
な
る
ほ
こ
見
た
ε
こ

ろ
、
二
重
星
に
は
違
ひ
な
い
け
れ
ご
一
星
相
互
の
實
際
距

離
が
非
常
に
大
き
く
、
多
骨
、
こ
ん
な
も
の
は
只
、
光
學
的

の
二
重
星
、
卸
ち
偶
然
に
も
覗
線
が
一
致
し
て
み
る
二
つ
星

に
過
ぎ
な
い
ε
見
、
物
理
學
的
の
引
力
關
係
は
存
在
し
な
い

ε
判
断
し
て
、
大
し
て
間
違
ひ
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
今
北

極
星
の
場
合
を
見
る
に
、
等
星
が
一
系
統
で
あ
る
な
ら
ば
其

の
相
互
距
離
は
地
球
ε
太
陽
・
し
の
距
離
の
三
百
倍
近
く
も
あ

り
、
公
韓
週
期
は
、
（
質
量
が
共
に
太
陽
位
ゐ
ξ
し
た
場
合
に
）

一
千
年
以
上
に
も
な
る
筈
で
あ
る
。
事
實
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
の

獲
得
以
來
今
日
ま
で
、
二
つ
の
星
は
殆
ん
ご
蓮
動
を
し
な
い

愁
ら
く
斎
言
的
二
重
星
で
あ
ら
う
。
前
述
、
カ
ソ
ベ
ル
の
獲
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堕
し
た
分
光
連
星
の
相
手
は
、
二
つ
共
、
主
星
に
怠
り
近
い

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
め
に
ε
て
も
今
日
の
器
械
力
で
は
見
え
な
い
筈
だ
か
ら
。

第四圖

　
＼
・
ー
ー
ー
ノ
’

＼
＼

／北
　T
d’　eA

　eB

v　eD

四
十
五
秒
ε
、
八
十
三
秒
ご
で
あ
る
が
、

近
い
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
北
極
星
の
距
離

　
北
極
星
の
覗
差
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら
百
鯨
年
前
の
ピ
ア

・
ジ
（
国
震
昌
以
來
、
多
く
の
槻
測
家
が
測
つ
π
け
れ
。
ざ
、
結
果

は
飴
り
よ
く
一
致
し
て
み
な
い
。
ア
ダ
ム
ス
（
〉
警
士
ω
）
は
近

頃
分
光
器
的
に
測
っ
た
両
差
ε
し
て
○
・
〇
五
秒
を
報
告
し

て
み
る
が
、
三
角
測
量
の
結
果
ε
し
て
は
ペ
テ
ル
ス
（
∩
・
〉
・

閃
殉
①
叶
9
・
。
）
の
○
・
〇
六
七
秒
が
、
以
前
か
ら
多
く
の
書
物
に

探
用
さ
れ
て
る
る
。
此
の
ペ
ラ
ル
ス
の
櫨
か
ら
計
算
す
れ
ば

北
極
星
は
吾
々
か
ら
、
大
凡
そ
四
十
九
光
年
の
距
離
に
あ
る

　
第
四
圖
に
書
い
だ
や
う
に

動
北
極
星
に
は
前
述
の
星
（

邊
第
四
圖
で
は
B
）
の
外
に

冠
近
い
所
に
街
。
（
＋
三
等
）

籾
D
（
＋
二
等
）
ε
い
ふ
二
つ

聾
の
俘
量
が
あ
る
。
主
星
か

　
ら
の
距
離
が
、
そ
れ
み
＼

　
　
　
　
何
れ
も
光
學
的
に

こ
ε
玉
な
る
。
そ
し
て
此
の
遠
距
擁
で
優
に
二
等
星
の
輝
や

き
を
持
っ
て
る
る
こ
ε
か
ら
計
算
し
て
見
る
ε
、
其
の
實
光

度
は
、
我
が
太
陽
の
四
十
倍
ざ
な
る
。

　
　
　
　
極
星
の
仲
間

前
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
北
極
星
は
、
歳
差
ε
唱
ふ
る
地

球
の
回
韓
軸
の
群
動
の
セ
め
、
年
々
、
本
統
の
北
極
に
勤
し

て
動
い
て
み
る
。
今
か
ら
四
千
年
の
大
昔
し
に
は
、
今
の
北

極
星
は
北
極
か
ら
蓬
か
遠
方
で
、
大
凡
そ
二
十
五
度
も
離
れ

て
み
た
。
宜
ハ
の
吐
肘
は
、
龍
座
の
ア
星
が
北
極
に
近
く
て
、
支

那
人
や
、
バ
ビ
・
ソ
人
や
、
エ
ヂ
プ
ト
入
の
た
め
に
、
航
海

の
遁
案
内
を
し
た
も
の
で
る
る
。
從
っ
て
、
北
斗
七
星
全
艦

も
、
亦
北
極
に
近
く
、
地
球
上
、
可
な
り
聡
い
地
方
か
ら
で

も
週
極
星
で
あ
っ
π
か
ら
、
自
然
の
時
計
ざ
し
て
、
此
等
の

星
は
、
今
日
以
上
に
便
利
に
用
ゐ
ら
れ
た
。

其
の
後
、
北
極
は
漸
次
移
動
し
て
、
小
熊
座
べ
星
ε
、
龍
座

・
星
ε
の
間
を
行
進
し
た
が
、
・
そ
れ
か
ら
も
、
長
ぐ
明
る
い

星
の
無
い
あ
た
り
を
巡
り
績
け
て
、
遂
に
今
日
の
北
極
星
に

近
く
く
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
な
北
極
そ
れ
自

身
の
移
轄
は
、
黄
道
の
北
極
を
中
・
心
ε
し
て
、
赤
道
の
北
極

が
、
牢
脛
二
十
三
度
牢
の
圓
を
書
く
に
起
因
す
る
の
で
、
こ
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の
北
極
の
軌
遣
は
、
力
學
的
に
、
叉
敷
藁
的
に
、
よ
く
わ
か

っ
て
み
る
。
．
今
後
八
千
年
も
輕
て
ば
、
北
極
は
白
鳥
座
に
入

っ
て
、
其
の
ア
星
（
デ
ネ
プ
）
が
北
極
星
ε
な
り
、
其
の
後
更

に
四
千
牟
た
て
ば
、
あ
の
夏
の
夜
の
御
馴
染
の
織
姫
星
（
琴

座
ア
星
）
が
北
極
星
ε
な
る
筈
で
あ
る
。
其
の
頃
に
生
れ
合

せ
る
者
は
、
北
天
第
↓
の
星
を
案
内
星
に
持
つ
こ
ご
が
出
來

て
、
幸
幅
で
あ
ら
う
。
し
か
し
叉
北
極
の
運
動
は
其
の
後
も

や
む
時
無
く
、
二
萬
六
千
年
の
將
來
に
は
、
総
て
の
事
情
が

一
引
し
て
、
北
極
は
今
の
場
朋
に
録
る
こ
ご
に
な
る
。

　
因
に
盲
ふ
。
今
日
實
際
家
に
取
扱
は
れ
て
る
る
星
の
内
で

本
統
の
北
極
に
最
も
近
い
星
は
切
∪
＋
。
。
⑩
。
戸
ざ
い
ふ
星
で
、

光
度
は
九
・
七
等
、
昂
る
入
々
は
之
れ
を
℃
。
藍
量
暴
（
極
北

星
）
ざ
呼
ん
で
み
る
。
此
の
星
の
位
置
を
墨
げ
て
見
る
蓬

　
李
均
位
置
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ﾚ
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一
九
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華
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六
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赤
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即
ち
此
の
星
は
一
九
二
⊥
ハ
年
に
は
、
北
極
距
離
僅
か
一
分
二

十
秒
弱
に
ま
で
註
す
る
筈
で
あ
る
。
其
の
後
は
、
叉
離
れ
行

く
。
（
終
）

　
　
　
　
　
北
極
星
附
近
の
駕
眞
を

　
　
　
　
　
撮
っ
て
御
覧
な
さ
い

　
記
者
の
中
に
ば
爲
貫
機
械
存
御
持
ち
の
方
々
が
多
か
ろ
う
ご
患
ひ
ま
す
Q
そ

の
方
々
は
、
御
慰
み
に
で
も
、
天
の
篇
眞
な
撮
つ
イ
、
御
湿
F
な
み
ご
面
白
い
こ

思
ひ
ま
す
。
ま
つ
・
締
れ
た
夜
、
（
時
刻
ば
何
時
で
も
よ
ろ
し
い
。
）
三
園
機
械
に

善
通
の
乾
板
な
襲
置
し
、
焦
貼
の
距
離
ば
蓮
距
離
の
景
色
難
生
ろ
時
ほ
こ
に
調

節
し
て
恥
い
て
・
器
械
か
北
極
星
に
向
け
ま
す
。
北
極
星
は
地
奉
線
上
．
三
十

幾
度
の
所
に
あ
7
一
ま
ず
か
ら
、
器
械
た
星
に
、
向
け
る
た
め
に
、
ば
、
箱
な
ご
積
み

重
れ
て
、
適
嘗
な
傾
斜
々
興
へ
ろ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
叉
、
憂
が
附
近
の
妨
害
物

の
た
め
に
監
置
し
な
い
や
う
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
レ
ン
ズ
の
し

ぼ
り
ば
一
ぼ
い
に
開
け
て
置
い
て
よ
ろ
し
い
。
か
づ
し
て
レ
ン
ズ
の
蓋
々
開
け
、

器
械
な
天
に
向
け
た
ま
＼
、
時
計
存
見
て
、
五
分
間
程
経
た
後
、
蓋
た
閉
ぢ
、
別

室
で
雫
常
の
通
り
境
課
し
て
見
ま
す
ぐ
」
、
乾
板
上
に
ば
北
極
星
か
始
め
、
其
の

附
近
の
小
さ
な
星
が
篤
っ
て
居
ろ
の
為
御
萱
に
な
り
ま
ぜ
う
。
つ
、
ま
り
、
之
れ

で
、
北
極
附
近
の
心
耳
な
篇
眞
星
圖
た
得
た
・
0
げ
で
す
。
之
れ
な
更
に
紙
に
で

も
温
き
？
け
れ
ば
立
滋
な
も
の
で
す
。
但
し
精
し
く
見
れ
ば
、
一
々
の
星
は
購

像
で
に
無
く
て
・
短
か
い
線
ざ
な
っ
て
爲
っ
て
み
る
筈
で
す
。
之
れ
は
言
ふ
ま

で
も
な
く
星
の
日
週
蓮
動
の
た
め
で
す
。
若
し
、
レ
ン
ズ
の
蓋
な
開
げ
た
ま
玉

　
一
時
間
も
、
或
に
二
時
間
も
三
時
間
も
、
天
に
曝
し
て
置
き
ま
す
ご
、
撮
れ
た

乾
板
上
に
は
総
て
の
星
が
、
眞
の
北
極
な
中
心
こ
し
て
、
美
し
い
圓
形
た
謁
い

　
て
る
ろ
の
が
爲
っ
て
ゐ
ま
す
。
面
自
い
も
の
で
す
。


